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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷装置と情報処理装置とがネットワークを介して通信可能な印刷システムであって、
　前記印刷装置に備えられたネットワークインターフェースの設定情報を印刷する印刷指
示を、ユーザの操作に従って入力する入力手段と、
　前記入力手段により前記印刷指示が入力されたことに応じて、前記情報処理装置におい
て、前記ネットワークインターフェースより設定情報を取得する取得手段と、
　前記情報処理装置において、前記取得手段で取得された設定情報に基づいて印刷ジョブ
を生成する印刷ジョブ生成手段と、
　前記印刷ジョブ生成手段により生成された印刷ジョブを前記情報処理装置から前記印刷
装置に送信する印刷ジョブ送信手段と、
　前記印刷装置において、前記印刷ジョブ送信手段により送信された印刷ジョブに従って
、前記設定情報を印刷する印刷手段とを備えることを特徴とする印刷システム。
【請求項２】
　前記入力手段により前記印刷指示が入力されたことに応じて、前記ネットワークインタ
ーフェースの設定情報を取得するためのコマンドを前記情報処理装置から前記ネットワー
クインターフェースへ前記ネットワークを介して送信するコマンド送信手段を更に備え、
　前記取得手段は、前記コマンド送信手段が送信したコマンドに応答して、前記ネットワ
ークインターフェースから送信されてきたコマンドを受信することにより、前記設定情報
を取得することを特徴とする請求項１に記載の印刷システム。
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【請求項３】
　前記ネットワークインターフェースにおいて、所定のフォーマットの設定情報を生成す
る設定情報生成手段を更に備え、
　前記取得手段は、前記所定のフォーマットになった設定情報を取得することを特徴とす
る請求項１或いは２に記載の印刷システム。
【請求項４】
　前記印刷ジョブ生成手段は、前記取得手段で取得された設定情報に基づいて印刷データ
を生成し、プリンタドライバを用いて当該生成された印刷データを印刷イメージデータに
変換することにより、前記印刷ジョブとしての前記印刷イメージデータを生成することを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷システム。
【請求項５】
　印刷装置と情報処理装置とがネットワークを介して通信可能な印刷システムの制御方法
であって、
　前記印刷装置に備えられたネットワークインターフェースの設定情報を印刷する印刷指
示を、ユーザの操作に従って入力する入力工程と、
　前記入力工程において前記印刷指示が入力されたことに応じて、前記情報処理装置にお
いて、前記ネットワークインターフェースより設定情報を取得する取得工程と、
　前記情報処理装置において、前記取得工程で取得された設定情報に基づいて印刷ジョブ
を生成する印刷ジョブ生成工程と、
　前記印刷ジョブ生成工程で生成された印刷ジョブを前記情報処理装置から前記印刷装置
に送信する印刷ジョブ送信工程と、
　前記印刷装置において、前記印刷ジョブ送信工程で送信された印刷ジョブに従って、前
記設定情報を印刷する印刷工程とを備えることを特徴とする印刷システムの制御方法。
【請求項６】
　前記入力工程において前記印刷指示が入力されたことに応じて、前記ネットワークイン
ターフェースの設定情報を取得するためのコマンドを前記情報処理装置から前記ネットワ
ークインターフェースへ前記ネットワークを介して送信するコマンド送信工程を更に備え
、
　前記取得工程では、前記コマンド送信工程で送信されたコマンドに応答して、前記ネッ
トワークインターフェースから送信されてきたコマンドを受信することにより、前記設定
情報を取得することを特徴とする請求項５に記載の印刷システムの制御方法。
【請求項７】
　前記ネットワークインターフェースにおいて、所定のフォーマットの設定情報を生成す
る設定情報生成工程を更に備え、
　前記取得工程では、前記所定のフォーマットになった設定情報が取得されることを特徴
とする請求項５或いは６に記載の印刷システムの制御方法。
【請求項８】
　前記印刷ジョブ生成工程では、前記取得工程で取得された設定情報に基づいて印刷デー
タが生成され、プリンタドライバを用いて当該生成された印刷データを印刷イメージデー
タに変換することにより、前記印刷ジョブとしての前記印刷イメージデータが生成される
ことを特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載の印刷システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、印刷装置と、該印刷装置をネットワークに接続するネットワークインターフェ
ースと、該印刷装置にローカル接続されるクライアント装置とを具備した印刷システムに
好適な技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）等で構成される情報処理装置（以下、クライア
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ント装置）と、プリンタ等の周辺機器デバイス（以下、デバイス端末装置）との接続の形
態として、次の２種類が知られている。１つは、クライアント装置でデバイス端末装置の
各々がネットワークに接続されて成るネットワークシステムにおいて、ネットワークを介
してクライアント装置とデバイス端末装置の間の通信を行なうものである（ネットワーク
接続形態という）。また、他の一つは、ネットワークを介さずに、クライアント装置をデ
バイス端末装置と直接接続（ローカル接続）してなるシステムである（ローカル接続形態
）。なお、以下、ネットワークを介してデバイス端末に接続されるクライアント装置をネ
ットワーククライアント、ローカル接続でデバイス端末装置と接続されるクライアント装
置をローカルクライアントと称する。
【０００３】
ネットワーク接続形態において、デバイス端末装置は、ネットワークインターフェース装
置と周辺機器デバイス本体で構成され、周辺機器デバイス本体はネットワークインターフ
ェース装置を通してネットワークに接続されている。そして、ネットワークインターフェ
ース装置が周辺機器デバイス本体とネットワーク上にあるネットワーククライアント端末
との間の情報の通信を行っている。一方、ローカル接続形態においては、周辺機器デバイ
ス本体はローカル－ホスト間用のインターフェース（セントロニクスやＵＳＢ等）で接続
されるローカルクライアント端末との間で通信を行っている。
【０００４】
ところで、このようなクライアント装置及びデバイス端末装置で構成されるシステムとし
て、周辺機器デバイス本体にページ記述言語（ＰＤＬ）を持たないプリンタデバイスを用
いたホストベースシステムがある（たとえば特許文献１参照）。ホストベースシステムで
は、クライアント装置側にて印刷イメージデータの生成、圧縮が行われ、プリンタデバイ
スへ転送される。プリンタデバイスのコントローラは受信したイメージデータを伸張し、
プリンタエンジンへイメージデータを送信することで印刷を行う。このようなホストベー
スシステムは、プリンタデバイス自身がページ記述言語（ＰＤＬ）を解釈する機能を持つ
ＬＩＰＳやＥＳＣ／Ｐ、PostScriptという印刷システムとは異なる方式のものである。
【０００５】
【特許文献１】
特開平０９－１４７０９３号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
一般に、ネットワークインターフェースの環境設定情報（コンフィグ情報）を確認するた
めに、コンフィグ情報を印刷出力させることが行われている。特に、周辺機器デバイス本
体としてプリンタデバイスを有するシステムでは、このプリンタデバイスを用いてネット
ワークインターフェース装置のコンフィグ情報を印刷できることが望ましい。プリンタデ
バイスがＰＤＬを解釈する機能を持つシステムにおいて、ネットワークインターフェース
装置のコンフィグ情報を印刷することは既に行われている。この場合、ネットワークイン
ターフェース装置が印刷データ（ＰＤＬデータ形式）をプリンタデバイスへ送信し、プリ
ンタデバイスがＰＤＬデータをイメージデータへ展開する処理を行い印刷することになる
。すなわち、ネットワークを介した情報通信を行なうことなくコンフィグ情報を印刷でき
る。
【０００７】
しかしながら、ホストベースシステムにおいては、同様のコンフィグ情報を印刷する場合
に、印刷イメージをプリンタデバイスへ送信する必要が生じる。ネットワークインターフ
ェース装置がＰＤＬ形式の印刷データを送信しても、プリンタデバイスはこれを印刷する
ことはできないからである。
【０００８】
一般に、ネットワークインターフェース装置はイメージデータを直接生成するような機能
は持ち合わせないので、ホストベースシステムにおいては、ネットワークインターフェー
ス装置とプリンタデバイスによってそのコンフィグ情報を印刷することは不可能であった
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。
【０００９】
本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、ホストベースシステムでは不可能で
あった、ネットワークインターフェースの設定情報の印刷を可能とすることを目的とする
。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するための本発明の印刷システムは以下の構成を備える。すなわち、
印刷装置と情報処理装置とがネットワークを介して通信可能な印刷システムであって、
　前記印刷装置に備えられたネットワークインターフェースの設定情報を印刷する印刷指
示を、ユーザの操作に従って入力する入力手段と、
　前記入力手段により前記印刷指示が入力されたことに応じて、前記情報処理装置におい
て、前記ネットワークインターフェースより設定情報を取得する取得手段と、
　前記情報処理装置において、前記取得手段で取得された設定情報に基づいて印刷ジョブ
を生成する印刷ジョブ生成手段と、
　前記印刷ジョブ生成手段により生成された印刷ジョブを前記情報処理装置から前記印刷
装置に送信する印刷ジョブ送信手段と、
　前記印刷装置において、前記印刷ジョブ送信手段により送信された印刷ジョブに従って
、前記設定情報を印刷する印刷手段とを備える。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、添付の図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１２】
本実施形態では、ネットワークインターフェースの設定情報をネットワークを通してクラ
イアント装置に送信し、クライアント装置において印刷ジョブを生成（つまり印刷イメー
ジデータを生成）し、生成した印刷ジョブをネットワークを介してプリンタデバイスへ送
信することによって、ホストベースシステムにおける設定情報の印刷を可能とする。以下
、本実施形態について詳細に説明する。
【００１３】
図１は、本発明の第１実施形態に係るデータ転送処理装置が適用可能なネットワークシス
テムのシステム構成図である。図１において、１０１～１０３は、例えばパーソナルコン
ピュータ（ＰＣ）等で構成されるクライアント装置であり、ネットワーク１００に接続さ
れている。
【００１４】
１０５はデバイス端末装置であり、１０６はネットワークインターフェースである。ネッ
トワークインターフェース１０６の代表的なものには、ネットワークボードやネットワー
クカードがある。１０７は周辺機器デバイス本体であり、ネットワークインターフェース
１０６及びネットワーク１００を通してクライアント１０１～１０３と接続されている。
本実施形態では、周辺機器デバイスはホストベースシステムを構成するプリンタデバイス
を例として用いて説明する。
【００１５】
図２は、図１に示したネットワークインターフェース１０６の構成を示すブロック図であ
る。図２において、２０１はＣＰＵであり、フラッシュＲＯＭ２０２に記憶された各種制
御プログラムに基づいて、外部のネットワーク１００との通信やプリンタインターフェー
ス２０５との通信を行い、ネットワークインターフェースとしての各機能の動作制御を行
う。フラッシュＲＯＭ２０２は、一部書き換えが可能なＲＯＭであり、保存用パラメータ
領域として利用可能なデバイスである。フラッシュＲＯＭ２０２内には、制御プログラム
やデータ、各種保存用パラメータが格納される。２０３はＲＡＭであり、ＣＰＵ２０１が
用いる一時的な作業用データ、及びパラメータの格納に用いられる。
【００１６】
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２０４はＬＡＮコントローラであり、外部のネットワーク１００との通信を行う機能を持
つ（例えばイーサネット（登録商標）やトークンリング）。このＬＡＮコントローラ２０
４の制御によって、ネットワーク１００に接続されるクライアントからの印刷イメージデ
ータが入力される。また、ＬＡＮコントローラ２０４を介して、印刷イメージデータの入
力だけでなく、ネットワーク１００との間で各種の情報のデータを入出力する。
【００１７】
２０５はプリンタインターフェースである。外部ネットワーク１００から入力されたプリ
ンタジョブのプリンタデバイス本体１０７への送信、プリンタ制御ジョブの送受信、プリ
ンタデバイス本体１０７に関する状態情報の獲得、プリンタデバイス本体１０７に関する
機器情報の獲得、及びプリンタデバイス本体１０７に関する機器設定がこのプリンタイン
ターフェース２０５を通じて行われる。
【００１８】
そして、上記のＣＰＵ２０１、フラッシュＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３、ＬＡＮコントロ
ーラ２０４、及びプリンタインターフェース２０５がシステムバス２０８を介して接続さ
れている。
【００１９】
図３は、図１に示したローカルクライアント１０１～１０３によるプリンタ制御機能の構
成を示すブロック図である。図３は「Windows（登録商標） OS」での例である。
【００２０】
３０１は、Windows（登録商標）アプリケーションであり、「Microsoft Word（登録商標
）」や「Microsoft Excel（登録商標）」など、ＯＳ上で動作する一般的なアプリケーシ
ョンである。３０２はGDI／Spoolerであり、アプリケーション３０１とプリンタドライバ
３０４との間の処理とスプール機能を行うものである。
【００２１】
３０３はランゲージモニタであり、プリンタドライバ３０４が作成した印字データをペー
ジ毎に区切り、両面処理、印刷順序処理、コレーション処理、マルチコピー処理、給紙口
選択などの用紙サイズ管理、などを行って、プリンタポート３０６へ渡すとともに、プリ
ンタのステータス監視を行い、ステータスマネージャへの通知を行う。
【００２２】
３０４はプリンタドライバであり、アプリケーションの指示に従ってビットマップを作成
し、これを圧縮して出力する。３０５はステータスウィンドウであり、ランゲージモニタ
３０３からステータスを受け取り、プリンタのステータスを画面に表示する。また、ステ
ータスウィンドウ３０５は、ステータスウインドウＧＵＩを表示し、このＧＵＩからの操
作入力によって、ジョブ制御要求を受け付け、ジョブ制御要求の通信をランゲージモニタ
３０３との間で行う。３０６はNetworkポートモニタであり、ネットワーク上のククライ
アント１０１～１０３と通信を行うポートである。
【００２３】
以上の構成を備えた本実施形態のホストベースシステムにおいて、ネットワークインター
フェース１０６のコンフィグ情報をプリンタデバイス１０７によって印刷するための、本
実施形態の動作を具体的に説明する。
【００２４】
ネットワークインターフェース１０６は通常処理として、図４のフローチャートのステッ
プＳ４０１～Ｓ４０５に示すような処理を実行する。ネットワーク１００やプリンタイン
ターフェース２０５からネットワーク信号或いはプリンタＩ／Ｆ信号を受信すると、ステ
ップＳ４０１からステップＳ４０２へ進む。ステップＳ４０２では、受信した信号やコマ
ンドを解析し、ステップＳ４０３で、それに該当する処理（印刷処理、制御コマンド処理
等）を起動する。そしてこの処理に加え、外部ネットワークに対して不規則に行われる動
作を行う。この処理には、ネットワーク上のクライアントへプリンタの状態変化通知を行
うＴｒａｐ処理、各種のプリンタのログ等をＥ－ｍａｉｌで通知する処理などがある（ス
テップＳ４０４、Ｓ４０５）。このネットワークインターフェース側の処理においてプリ
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ンタ側の情報が必要になる場合は、プリンタインターフェースを通して情報の取得が行わ
れる。
【００２５】
本実施形態では、ネットワーククライアントからネットワークを通して送信されるプリン
タ制御コマンドに拡張を施し、「コンフィグページの印刷」なるコマンドを追加する。こ
のコマンドをネットワークインターフェースが処理することにより、ネットワークインタ
ーフェース自身の設定情報を印刷可能とする。以下、本実施形態によるコンフィグページ
の印刷処理について説明する。
【００２６】
まず、図５を参照してクライアント装置側のコンフィグ情報の印刷に関る処理の流れを説
明する。クライアント装置１０１～１０３（以下、クライアント装置１０１で代表させる
）にはプリンタを使用可能とするのに必要なプリンタドライバ３０４（ランゲージモニタ
３０３やステータスウィンドウ３０５も含む）がインストールされている。ここでステー
タスウィンドウ３０５はプリンタの各種状態情報をクライアント装置１０１の画面上に表
示するアプリケーションである。図６にはこのステータスウインドウ３０５による表示例
（ウインドウ６０）が示されている。ここで表示される状態情報は、ランゲージモニタ３
０３がネットワークを通して、クライアント装置１０１とプリンタデバイス１０７との間
の制御コマンド通信によってプリンタデバイス１０７側から獲得したものであり、ステー
タスウィンドウ３０５はその状態情報を受け取り、クライアント装置１０１の画面上への
表示を行う。
【００２７】
ステータスウィンドウ３０５のＧＵＩ（ウインドウ６０）には、デバイス端末装置１０５
にネットワークインターフェース１０６が装着されていることを検出した場合に、そのネ
ットワークインターフェースのコンフィグページの印刷を指示するためのユーザインター
フェース（メニュー６１）が追加される。
【００２８】
図５のフローチャートにおいて、ステップＳ５０１にて、ステータスウィンドウ３０５が
起動される。ステータスウィンドウ３０５の起動は必要条件であり、このアプリケーショ
ンより、コンフィグページ印刷を指示するメニュー６１（図９）が提供される。このメニ
ュー６１がクリックされることにより、コンフィグページの印刷指示のトリガが発行され
る（ステップＳ５０２）。
【００２９】
次にステータスウィンドウ３０５はランゲージモニタ３０３と通信を行い、上記の印刷指
示のトリガを伝える（ステップＳ５０３）。この手段は、ジョブを一時停止する際の手段
と同様である。つまりランゲージモニタ３０３とステータスウィンドウ３０５間にてコマ
ンドのやりとりが行われており、このコマンドにコンフィグページ印刷のコマンドが追加
されている。ランゲージモニタ３０３においては、ネットワークを通してやりとりされる
プリンタ制御コマンドの一つとして、コンフィグ情報獲得コマンドが発行される。
【００３０】
そして、次にそのコンフィグ情報獲得コマンドに対する応答を待ち、応答コマンドが返信
されたら受信処理を行う（ステップＳ５０４）。後述するが、この応答コマンドにはネッ
トワークインターフェース１０６のコンフィグ情報が含まれている。ランゲージモニタ３
０３は、所定のフォーマットに沿って応答されたコンフィグ情報を解析し、印刷データを
作成する（ステップＳ５０５）。この印刷データの作成においては、ランゲージモニタ３
０３が一般の印刷におけるアプリケーションと同様の処理を行う。つまり、ランゲージモ
ニタ３０３は、コンフィグ情報をＧＤＩデータに変換し、これをスプーラへ送る。これ以
降は通常アプリケーションによる印刷の場合と同様に、ドライバが起動されプリンタが印
刷することが可能な印刷イメージデータへの変換が行われる（ステップＳ５０６）。印刷
完了ステータスをステータモニタが検知したなら、コンフィグページ印刷完了状況を表す
画面表示を行う（Ｓ５０７）。以上でローカルクライアント側の処理は終了する。
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【００３１】
ネットワークインターフェース１０６は上述したように、プリンタインターフェース２０
５上で送受信される制御信号の解析を行い、対応する処理を行っている（図４参照）。プ
リンタインターフェース２０５からのコマンドの受信を検出すると、そのコマンドの内容
を解析処理して判定する（ステップＳ７０１、Ｓ７０２）。その結果コンフィグ情報獲得
コマンドと判定された場合にステップＳ７０３以降の処理が実行される。他の要求の場合
はステップＳ７０７に分岐し、要求に応じた処理が実行される。他の要求とは一般的な印
刷もしくは制御の処理であり、従来と同様の処理が行われる。
【００３２】
ステップＳ７０４では、ネットワークインターフェース内のコンフィグ情報（設定値一覧
）をまとめ、ステップＳ７０５においてある決められたフォーマットに変換する。このフ
ォーマットの一例を図８に示す。これはテキストのフォーマットであり、パラメータ名、
パラメータ値、そして必要に応じて記述された付加情報から構成される。この情報をネッ
トワークインターフェース１０６からクライアント装置１０１に対してコマンドに対する
応答として送信する（ステップＳ７０５）。このような応答を受信したクライアント装置
では、図５で上述したように、当該応答に含まれるコンフィグ情報に基づいて印刷ジョブ
を生成し、デバイス端末装置１０５に送り、プリンタデバイス本体１０７を用いてコンフ
ィグ情報をプリントアウトする。図９は図８に示したフォーマットから実際の印刷データ
に変換した例（または、印刷データに基づいて印刷された印刷物の例）を示す。図９にお
いては、構成情報の一例として、様々な情報が挙げられている。
【００３３】
以上詳述したように、本実施形態のネットワークシステムは、印刷装置と情報処理装置と
がネットワークを介して通信可能な印刷システムであって、情報処理装置（クライアント
装置１０１～１０３）により、ネットワークに接続されたネットワークインターフェース
（１０６）より構成情報を取得し（Ｓ５０４）、取得された構成情報に基づいて印刷ジョ
ブを生成し（Ｓ５０５）、生成されて印刷装置に送信された印刷ジョブに従って構成情報
を印刷する（Ｓ５０６）。
【００３４】
すなわち、ネットワークシステムに必須な構成であるクライアント装置がネットワークイ
ンターフェースからコンフィグ情報を吸い上げ、これをプリンタに印刷させるので、印字
データの作成にホストＰＣを使用する印刷環境（ホストベースプリンタ環境）においても
、ネットワークインターフェースのコンフィグ情報を印刷することが可能となる。
【００３５】
このため、ネットワークインターフェースに設定された情報を即座に紙で確認することが
可能となる。これはネットワーク環境が変更された場合や、ネットワークインターフェー
スの設定を変更する場合において、その確認が非常に易しくなると同時に、動作設定時の
パラメータを紙で保存することが可能となる。また、印刷装置の開発において、ネットワ
ークインターフェースのバージョンの確認の簡便化を図ることが可能となる。
【００３６】
また、上記実施形態によれば、ネットワークインターフェースは印刷装置をネットワーク
に接続するためのネットワークボード又はネットワークカードである。しかしながら、印
刷装置に限らず、スキャナ装置のためのネットワークインターフェースの構成情報を印刷
するような構成にも適用できる。この場合、ホスト装置は、スキャナ装置のネットワーク
インターフェースから構成情報を取得し、印刷ジョブを生成し、ネットワーク上の印刷装
置にその印刷ジョブを送信するように構成すればよい。
【００３７】
また、上記実施形態によれば、構成情報の取得において、情報処理装置（クライアント装
置）からネットワークインターフェース（１０６）に構成情報を要求するコマンドを発行
し（Ｓ５０３）、このコマンドに応じて所定のフォーマットで記述された構成情報をネッ
トワークインターフェース（１０６）から情報処理装置に対して返信する（Ｓ７０２～Ｓ
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７０６）。また、コマンドの発行においては、ネットワークインターフェースに接続され
た周辺装置のドライバによって提供されるユーザインターフェース画面中に、前記構成情
報の取得を要求するための操作インターフェースを提示し（図６）、このインターフェー
スの操作に応じてコマンドが発行される。
【００３８】
更に、本実施形態によれば、生成される印刷ジョブは取得された構成情報に基づくイメー
ジデータを含む。これによりホストベースの印刷システムでもネットワークインターフェ
ースの構成情報を印刷することができる。
【００３９】
なお、ネットワークインターフェース１０６において、コンフィグ情報を変換する処理（
ステップＳ７０５）において、変換後のフォーマットは、記述方法により、実際に印刷／
非印刷される文字情報や、太字体で印刷される文字情報を表すことができるようにしても
よい。この場合、そのようなコンフィグ情報を受け取ったローカルクライアント１０３は
、そのフォーマット記述によって、印刷ジョブにおける印刷文字列のフォントや大きさを
切り替える印刷ジョブを生成する。
【００４０】
また、上記実施形態では、ローカルクライアント１０３に、コンフィグプリントを指示す
るためのユーザインターフェースを設けたが、プリンタデバイス（たとえば操作パネル）
にそのユーザインターフェースを設けてもよい。その場合は、例えば、プリンタデバイス
１０７がコンフィグプリントコマンドをネットワークインターフェース１０６に送り、こ
れを受けたネットワークインターフェース１０６は自身のコンフィグ情報とコンフィグプ
リントコマンドを所定のクライアント装置（１０１）に送出する。そして、これを受けた
クライアント装置１０１がそのコンフィグ情報に基づいて印刷ジョブを生成し、印刷を実
行させるように制御すればよい。
【００４１】
また、構成情報には、ネットワークインターフェース自身の動作状態を表すネットワーク
設定パラメータ、またはネットワークインターフェースが接続される周辺装置に関する情
報を含ませてもよい。ここで周辺装置に関する情報とは、管理者情報、位置情報、ネット
ワーク名、インターフェース情報の少なくとも一つを含む。
【００４２】
また、上記実施形態によれば、上記印刷システムに好適なクライアントコンピュータとし
ての情報処理装置や、ネットワークインターフェースが提供される。
この情報処理装置は、印刷装置とネットワークを介して通信可能な情報処理装置であって
、ネットワークに接続されているネットワークインターフェース（１０６）より構成情報
を取得し（Ｓ５０３、Ｓ５０４）、取得された構成情報に基づいて印刷ジョブを生成し（
Ｓ５０５）、印刷装置に対して生成された印刷ジョブを送信する（Ｓ５０６）構成を有す
る。
【００４３】
ここで、上記構成情報の取得は、ネットワークインターフェースに対して構成情報を要求
するコマンドを発行し、コマンドに対する返信として、ネットワークインターフェースよ
り、所定のフォーマットで記述された構成情報を受信する。
【００４４】
また、本実施形態のネットワークインターフェースは、ネットワークと周辺装置を接続す
るためのネットワークインターフェースであり、ネットワークを介して受信したコマンド
の種類を判定し（Ｓ７０２）、受信したコマンドが構成情報要求コマンドであると判定さ
れた場合には、当該ネットワークインターフェースの構成情報を所定のフォーマットで記
述した構成情報データを生成し（Ｓ７０３～Ｓ７０５）、生成されたデータを構成情報要
求コマンドに対する応答としてネットワーク上に送信する（Ｓ７０６）。
【００４５】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
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のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読
出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【００４６】
この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。
【００４７】
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク，
ハードディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，磁気テープ，
不揮発性のメモリカード，ＲＯＭなどを用いることができる。
【００４８】
また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形
態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ
上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言
うまでもない。
【００４９】
さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能拡
張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００５０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ホストベースシステムでは不可能であった、ネッ
トワークインターフェースの設定情報の印刷が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態に係るネットワークシステムのシステム構成図である。
【図２】図１に示したネットワークインターフェース部１０６の構成を示すブロック図で
ある。
【図３】図１に示した、ネットワーククライアント１０１～１０３の構成を示すブロック
図である。
【図４】図１に示した、ネットワークインターフェースの通常処理を示すフローチャート
である。
【図５】図１に示した、クライアント装置のコンフィグプリント時の処理を示すフローチ
ャートである。
【図６】図３に示した、クライアント装置内のステータスウィンドウによる画面表示例を
示す図である。
【図７】図１に示した、ネットワークインターフェースのコンフィグプリント時の処理を
示すフローチャートである。
【図８】図７に示した、コンフィグ情報データの例を示す図である。
【図９】図５に示した、コンフィグ印刷データの印刷例を示す図である。
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